
〈第１部 対談〉 〈第2部 ライブ演奏〉 〈第1部 基調講演〉 〈第2部 パネルディスカッション〉

市民フォーラム

歴史における記憶と忘却～日本とフィリピンの関係から考える～
■開催日／2016年9月18日(日)　11：00～13：00
■会　場／アクロス福岡地下2F　イベントホール
■参加者／200人

大 賞 学術研究賞

Ambeth R. OCAMPO
アンベス・R・オカンポ
フィリピン ／ 歴史学A. R. RAHMAN

A.R.ラフマーン
インド ／ 音楽

アジアと西洋、伝統と現代を融合し
人々の心を打つ音楽をこれからも

出　演　ピアノ：A.R.ラフマーン、シタール：アサド・カーン(ASAD KHAN)、
　　　　ベース：モヒーニ・デイ(MOHINI DEY)、
　　　　ヴォーカル：ジョニータ・ガンディ(JONITA GANDHI) 
曲　目　１．「Mausam & Escape（モーサム&エスケープ）」
　　　　　 映画『スラムドッグ$ミリオネア』より
　　　　２．「Naane Varugiraen」　映画『OKダーリン』より
　　　　３．「Agar Tum Saath Ho（あなたがいてくれたら）」
　　　　　 映画『Tamasha（見世物）』より
　　　　４．「Tu Hi Re（あなただけが）」　映画『ボンベイ』より
　　　　５．「Latika’s Theme（ラティカのテーマ）」
　　　　　 映画『スラムドッグ$ミリオネア』より

　ラフマーン氏をはじめとするアーティストの熱演に、演奏終了後の会
場は歓声とスタンディングオベーションに沸きました。

　全校生徒の歓迎を受けた後、音楽科

生徒の合唱に出迎えられたラフマー

ン氏。生徒の前に立ち、挨拶の後すぐに

「私に質問はありませんか」と話しかけ

ます。「日本のどんなところが好きです

か？」との質問に、「黒澤明監督の大

ファンで、ホラー映画も大好き。音楽で

は坂本龍一さんを尊敬している」「日本

は伝統文化やアイデンティティーを保

持する一方で、世界のあらゆる文化の

要素をうまく取り入れている点が素晴

らしい」と答えました。

　映画音楽の作曲に関する質問に

は、「脚本を読み込んでしっかりと頭

に入れ、映像やセリフで表現されな

い感情を音楽で表現するのだ」と説

明しました。

　続いてラフマーン氏はピアノに向か

い、インド音楽を5つのモードで演奏。

聴いてどういう気分になるか生徒たち

に尋ね、生徒の回答に対して一つ一つ

丁寧にコメントを返しました。

　最後に「皆さんの素晴らしい成功を

祈っている。成功をつかむため頑

張って」と生徒たちを激励しました。

■実施日／9月15日（木） 10：00～11：00
■会　場／福岡第一高等学校（音楽科） 

市民フォーラム

From the Heart ～A.R.ラフマーンの音楽世界～
■開催日／2016年9月17日（土）　17：00～19：00
■会　場／アクロス福岡地下2F　イベントホール
■参加者／600人

●対談者
　サラーム海上
　(音楽評論家、作家、ＤＪ)

●コーディネーター
　石坂 健治
　（日本映画大学教授、東京国際映画祭
　  アジア部門ディレクター）

　この受賞を機にこれまでの人生

を振り返り、歴史家になった理由、

過去が現在と未来にとって必要な

理由を考えました。皆さん、歴史学

は自分に必要ないものとお考えで

しょうが、我々が未来に向かううえ

で歴史は非常に重要なものです。

　私は子どものころ、1970年の大

阪万博でフィリピンのパビリオン

や、他の国旗に並んではためくフィ

リピン国旗を見て心躍ったことを

覚えています。万博は、私の目を世

界の文化の多様性や国のアイデンティティーへと向けてくれました。

　私は幼少期にフィリピンで『隠密剣士』を見ましたし、私の伯父は親日

家でした。しかし、日本の占領下で日本軍に身内を殺されたフィリピン人

もいて、世代により日本観は違います。日本人は原爆投下を被爆者として

覚えているでしょう。しかし、東南アジアでの日本軍の行動は言及されず、

互いの記憶にギャップがあります。

　日本とフィリピンの歴史をもっと遡ると、16世紀末には既にフィリピン

に1000人超の日本人が住み、交易商人、職人、ボディーガードなどをし

ていました。また、ルソン壺、キリシタン大名の高山右近、日本に滞在した

マリアノ・ポンセやアルテミオ・リカルテといった歴史上の人物の例が示

すように、様々なレベルで深いつながりがあります。

　役に立たないちょっとした情報も集めることによって、私たちはもっと歴

史的なつながりを理解し、洞察を生むことになると思います。歴史の何を

記憶し、なぜそれを記憶するのか。私たちは過去の記憶によって現在を理

解し、未来について考えをめぐらすことができます。最後にフィリピンの国

民的英雄ホセ・リサールの言葉を紹介します。「過去の記憶を持って未来

へ向かっていこう」。

　藤原氏は、マルコス政権が倒れて間もない1989年、学会でオカンポ氏

が人柄や服といったトリビアの詰め合わせのような独自の視点から国民的

英雄ホセ・リサールを語る姿に驚いた、と第一印象を披露。過去を空想する

ことを拒み、歴史の姿を捉えることに努めてきた、と氏について語りました。

質疑応答では、戦後の反日感情を乗り越えて日比関係が友好的になって

いる理由、ドゥテルテ大統領の反米的な発言の背景、日本とフィリピンがよ

い関係を築いていくために気をつけたらよいこと、という会場からの質問に

オカンポ氏は穏やかに語りかけていきました。藤原氏は、オカンポ氏のよう

に「なぜだろう？」「知りたい」という好奇心を持ち相手のことを知ることが

我々の将来を作っていく土台になるのだろう、と締めくくりました。

過去の何を記憶し、何を忘れるのか。
未来に向けた歴史のとらえ方を提議する

反日感情を乗り越えて交流が続く
二国間に必要なものとは

　オカンポ氏は自身が歴史家になっ

た理由を、読書好きで好奇心旺盛だっ

たからと語り、ホセ・リサールの足跡

を追い、英国の図書館で100年前に

リサールが手にした本を見つけて興

奮した様子を生き生きと話しました。

　また、リサールが来日してメモを残

していることや、今のフィリピンの

人々の生活に浸透している蚊取り線

香や氷菓が日本と関わっていること

を伝え、日本とフィリピンとの意外な

つながりを話しました。日記をつけ自

分の歴史を振り返ることで誰もが歴

史家になれると話し、歴史の面白さを

説きました。

　生徒たちは、ドゥテルテ大統領や原

爆投下に対する意見、旧宗主国への思

いについて英語で次々と質問。オカン

ポ氏はわかりやすい言葉で「大統領

は犯罪者に厳しいが、人権は守られ

るべきではないか」「被爆国という一

方の角度だけから物事を見ないよう

に」「第二次世界大戦だけでなく、時代

を遡って日本とフィリピンの長い交流

を見ることが大切」など丁寧に回答。

オカンポ氏の生きた歴史の授業に生

徒は耳を傾けていました。

■実施日／9月16日（金） 10：00～11：00
■会　場／上智福岡中学高等学校

●コメンテーター
　藤原 帰一
　（東京大学・大学院法学政治学
　  研究科教授）

●コーディネーター
　清水 展
　(京都大学東南アジア研究所教授)

　冒頭、石坂健治氏がラフマーン氏の功績を紹介し、「映画音楽の枠を超え

た、ベートーベンやビートルズに比肩するアーティストである」と氏の音楽性

と実績を称えました。

 対談では、サラーム海上氏がラフマーン氏のプロとしての30年を写真や映

像で振り返りながら、氏に質問を投げかけていきます。

◇独自の音楽スタイルをどのように確立したのか⇒「インドの伝統音楽と西

洋のロック音楽を融合させて、自分たちのような若い世代の感性に合う音

楽をつくろうと思った。」

◇映画音楽作曲へのアプローチ方法について⇒「映像を観ていろいろな考

えを高めていき、自らの創造力を含めてストーリーに反映させている。」

◇宗教歌謡カッワーリーへの思いについて⇒「先進的で忘れてはいけない

心。聴くと元気が出て非常に心が高揚する。私の音楽はヌスラット・ファテ・

アリー・ハーン氏から始まった。」

　対談の内容は多岐にわたり、聴衆はサラーム氏の質問に丁寧に答えるラ

フマーン氏の一言一言に熱心に耳を傾けていました。

学校訪問 学校訪問
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